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た
環
境
を
選
べ
る
学
校
選
択
制
や
、

通
学
区
域
の
再
編
を
提
案
し
ま

す
。

答
弁
：
現
在
、
市
内
の
中
学
校
で

は
各
学
年
３
ク
ラ
ス
以
上
あ
り
、

授
業
や
部
活
動
等
、
学
校
生
活
に

大
き
な
差
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
学
校
選
択
制
及
び
通
学
区
域
の

再
編
は
、
通
学
上
の
メ
リ
ッ
ト
等

が
あ
る
一
方
で
、
地
域
と
の
関
係

が
薄
れ
る
こ
と
や
、
通
学
時
の
安

全
面
で
心
配
も
あ
り
ま
す
の
で
、

慎
重
に
決
め
る
べ
き
問
題
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
７
月
22
日
、
次
代
を
担
う
中
学

生
に
市
政
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、「
中
学
生
ま
ち
づ
く

り
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
中
学
校
５
校
か
ら
代
表

合
計
14
名
が
中
学
生
議
員
と
な
り
、

市
政
に
対
す
る
質
問
や
提
案
を
述

べ
ま
し
た
。

本
庄
市
の
中
学
校
の
学
校

選
択
制
に
つ
い
て

質
問
：
県
北
で
最
大
規
模
の
本
庄

南
中
で
は
、
通
学
距
離
が
遠
い
等

の
課
題
が
あ
る
生
徒
も
い
ま
す
。

生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
中
学
校

も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
に
合
っ

災
害
時
に
お
け
る
ト
イ
レ

問
題
に
つ
い
て

質
問
：
今
年
元
日
に
能
登
半
島
地

震
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害
時
に
は

避
難
所
の
ト
イ
レ
の
問
題
が
取
り

ざ
た
さ
れ
ま
す
。
本
庄
市
の
災
害

用
ト
イ
レ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
。
ま
た
、
断
水
が
起
こ
っ
た

場
合
の
対
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁
：
市
で
は
、
汚
物
を
１
回
ご

と
に
密
封
す
る
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト

イ
レ
等
を
備
蓄
し
て
い
る
ほ
か
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
も
進

観
光
施
策
強
化
期
待
に
対

す
る
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
を

ど
う
解
消
す
る
の
か

質
問
：
市
の
観
光
に
つ
い
て
の
調

査
で
は
、「
市
民
の
75
％
が
市
の

観
光
施
策
強
化
に
期
待
」
と
の
結

果
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
等
、
若

年
層
の
関
心
は
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
若
年
層
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
施
策
や
方
針
を
考
え
て
い
ま
す

か
。

答
弁
：
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
得

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
市

の
観
光
情
報
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
紙
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
地
図
だ

け
で
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も

発
信
し
て
い
ま
す
（
主
に
本
庄
市

観
光
協
会
が
発
信
）。

　
ま
た
、
今
後
は
市
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
に
学
生
の
皆
さ
ん
に
参
加
、

協
力
い
た
だ
き
一
緒
に
盛
り
上
げ

て
も
ら
え
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま

す
。

め
て
い
ま
す
。

　
市
の
災
害
用
ト
イ
レ
は
、
断
水

時
に
も
処
理
が
で
き
る
よ
う
、
基

本
的
に
液
体
を
固
め
る
粉
末
を
使

う
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
障
害
者
や
高
齢
者

の
利
用
も
考
え
な
が
ら
、
断
水
や

停
電
時
で
も
使
用
で
き
る
、「
災

害
に
強
い
ト
イ
レ
」
を
準
備
し
て

い
き
ま
す
。

北
辰
テ
ス
ト
の
料
金
補
助

に
つ
い
て

質
問
：
現
在
、
英
語
検
定
を
受
験

す
る
際
に
は
受
験
料
の
補
助
（
年

１
回
）
が
あ
り
ま
す
が
、
北
辰
テ

ス
ト
に
も
補
助
金
を
出
し
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。
補
助
金
が
あ
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
生
徒
が
進

路
選
択
を
考
え
る
と
思
い
ま
す
。

答
弁
：
本
市
の
検
定
料
補
助
事
業

は
、
資
格
取
得
を
通
じ
た
学
力
、

学
習
意
欲
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
北
辰
テ
ス
ト
は
高
校
入

試
に
向
け
た
進
路
選
択
に
有
効
で

す
が
、
現
在
の
学
力
を
把
握
す
る

目
的
の
テ
ス
ト
を
補
助
対
象
と
す

る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
皆
さ

ん
が
よ
り
一
層
前
向
き
に
学
習
に

取
り
組
め
る
よ
う
支
援
策
を
考
え
、

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

本
庄
市
内
の
各
小
中
学
校

に
お
け
る
防
災
教
育
・
安

全
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

質
問
：
学
校
で
行
う
避
難
訓
練
以

外
で
防
災
・
安
全
教
育
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
取
組
が
で
き
ま
す
か
。
授
業
時

間
で
の
実
施
が
難
し
い
場
合
、
地

域
を
活
用
し
た
学
習
の
場
を
設
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

答
弁
：
現
在
、
市
内
の
小
中
学
校

で
は
授
業
の
中
で
の
防
災
・
安
全

の
学
習
と
、
交
通
安
全
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
各
地
域
で
は
、
市
民
参

加
型
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

て
、
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
や
避
難

所
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
実
施
す
る
地
域
や
場
所
は
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
、

防
災
を
考
え
る
機
会
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

議
員
提
出
議
案　
今
後
１
年
間
の

各
中
学
校
で
の
取
組
を
提
案

き
れ
い
で
住
み
や
す
い
街
を

き
れ
い
で
住
み
や
す
い
街
を

目
指
し
て

目
指
し
て

　
本
庄
市
に
は
観
光
地
だ
け
で
な

く
、
本
庄
児
玉
Ｉ
Ｃ
や
３
つ
の
駅

が
あ
り
、
多
く
の
人
が
行
き
交
う

街
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
街
中
を
歩
い
て
い
る

と
、
ご
み
が
落
ち
て
い
た
り
、
人

の
手
が
か
か
っ
て
い
な
い
よ
う
な

土
地
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
市
一
斉
清
掃
の
拡

大
化
や
、
環
境
整
備
を
促
進
す
る

政
策
に
取
り
組
む
な
ど
、
私
た
ち

中
学
生
に
も
で
き
る
活
動
を
推
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
各
中
学
校
で

行
う
こ
と
で
、
環
境
整
備
へ
の
理

解
を
深
め
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境

美
化
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
よ

り
住
み
や
す
い
街
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

への質問や提案への質問や提案

まちづくり議会まちづくり議会
本庄市の次代を担う中学生による市政本庄市の次代を担う中学生による市政

第18回 中学生第18回 中学生

【本庄第一中】山本樹・佐藤結姫
【本庄西中】中村仁音・齊藤あやめ・井口奈緒

参加生徒（敬称略）
上段左から【本庄東中】小暮泉美・髙栁未歩・山田爽彩
下段左から�【本庄南中】佐藤さら・内野梨子・飯田あかり�

��【児玉中】山口紗弥・稲垣歩玲・清水葵葉

本庄南中学校
内野　梨子 議員

本庄西中学校
中村　仁音 議員

本庄東中学校
髙栁　未歩 議員

児玉中学校
清水　葵葉 議員

児玉中学校 
山口　紗弥 議員

本庄第一中学校 
山本　樹 議員
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